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100 cdだから， 311 -:100 = 3.11で約3.1倍
になっています。
T 半径 1 cmの時も同じように調べてみましょ
フ。
( 1 CJIの方眼のマス目を数えて調べる)




正方形の 2倍と 4倍の間だから，だいたい 3
倍ぐらいじゃないかなJといっていたのが合っ
ていました。
T 半径が 10個や llcm以外の円はどうなると
思う。












































T さっきのは 4等分だったけど. 8等分と 16
等分.32等分したのがこれです。
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円の64分1
この「極限の考えJの概念は，高等学校の「積
分」におおいに関連してくるものであり， r限りなく
近づいていくJというところまでは，触れず， rもっ
ともっと細かくすると」という表現にとどめた。それ
は，児章にとって， r極限の考えJに触れたのは，
ここが初めてであると恩われるからで，視覚的に
とらえたものから直観的に見出すのでこの段階
では十分だと考えたからである。
円を細分割していくと，長方形に等積変形で
きることが確認できたところで，円の面積の公式
を見出す算数的活動に取り組んでいった。
????
面積=半径×円周+2Jまでで，十分，演縄的
な考えを発揮していると考えたからである。児童
が考える段階で，いたずらに式変形を多くしなく
てもよいのではないか。「円の面積=半径×円
周+2J以降の式変形は教師主体で十分である
と考えたからである。そして，最後は， r直径が半
径X2Jで表されることから，
円の面積=半径×円周+2
=半径×半径X2X3.14+2 
=半径×半径X2+2X3.14
=半径×半径X3.14
とまとめていった。
児童は，この段階で，前時まで学習してきた，
円の面積が， r半径×半径の正方形の面積の約
3.1倍J，この約3.1倍は，おそらく3.14倍であろ
うと予想していたことが確かなものとなり，やっぱ
り， 3.14倍だったという声が多く聞こえた。
9. 省察
(1) 成果
第 l時で，基準となる(1辺が円の半径と閉じ)
正方形を操作し，重ねて考えることで，内接正方
形と外接正方形がそれぞれ何倍になっているか
については，次のようであった。
外接正方形・・・ほぽ全員
内接正方形・・・約7劃
面積が半径×半径の正方形を透明なカード
にし，外接正方形，内接正方形のカードと 3つ
の図形を実際に操作しながら，考えていくこと
で，視覚的・実感的にとらえやすいため，多くの
児童が見いだせる結果になったのだと考えてい
る。このため，基準となる正方形を透明なカード
にし，内接正方形や外接正方形に重ねて考えさ
せる活動は有効であると考えられる。
また，第 2時で「平均の考え」から約 3.1倍で
あることを見いだすことで， 2倍から 4倍の聞と
いっていたのが，約 3.1倍へと絞り込むことがで
き，円周の公式からの類推から円周率へとさらに
絞り込むことができていった。そのため，半径×
半径の面積の 3.14倍になるであろうという見通
しが多くの児童ができた上で第3時に入ることが
できたことも一つの成果である。
(2) 標題
第3時で，演縛的に考え，円の面積の公式を
見出す際の式変形は，児童にとっては非常に難
しいとし、う事実がある。そのため今回の研究で
は，細分割し続けて等積変形をしていくと，極限
の考え方から長方形に見えることを確認した後，
長方形の縦にあたる部分が円の半径にあたるこ
とと，長方形の横にあたる部分が円の半円屑に
あたることを児童に見出させ， r円の面積=半
径×円周+2Jまでを演緯的に考え説明するとこ
ろまでを行った。そこから先の式変形は，教師主
導で行っていったが，小学校の段階ではこの
「円の面積=半径×円周+2Jまでを見出すこと
までが適当でなし、かと考える。ここまでを演緯的
に考え，説明することでも十分演縛的な考え方
に触れさせたと言えるのではと考えるからであ
る。
しかし，本当にそこから先の式変形を児童が
考え， r円の面積=半径×半径×円周率Jを見
出すことは無理なのかどうか，きちんと検証する
必要があり，本研究の次への課題である。
10. 結語
見当付けを取り入れた単元構成にすること
で，先述した様々な数学的な考え方を育成する
場がつくれることは，非常に意義のあることだと
考えている。しかし， r逐次近似的な考え方Jや
「極限の考え方Jは，非常に高度で小学生には
難しすぎて分からない児章がほとんどなので扱う
意味がないという教員や，考えさせるのではな
く，教師が教えてしてという教員も多いのが実際
である。また，この授業を参観した中学校の数学
担当教員からは， r小学校では，非常に難しいこ
とをしているのですね。」という声が多く聞かれ
た。この単元は，円の面積の公式を見いだし，習
熟させることが大切だととらえられがちであるが，
単元を通して， 2倍より大きいことと4倍より小さ
いことから論理的に考え，大きさを挟み込んでい
く「逐次近似的な考え方Jや，ならすといった「平
均の考えJ，そして，円を無限に分割し，再構成
していくことで長方形に等積変形できるとし、った
「極限の考えJなどの多くの数学的な考え方に触
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れさせることができる単元である。いろいろな数
学的な考え方に触れさせ，これらの考えを活用
していくことが， i新たな知識を倉IJり出す原動力」
になっていく。だからこそ，分からない児童が多
いからやらないのではなく，新たな知識を創り出
す原動力となる様々な数学的な考え方を使って
いく場をもつことが大切なのではないかと考えて
いる。このように他の単元においても，どのような
数学的な考え方が活用できるかを明らかにし，
児童に数学的な思考力・表現力を培っていき，
自分たちで新たな知識を創り出せる児童を育成
していきたい。
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